
東日本大震災復興まちづくり特別委員会調製
（H28.6.10）

住民と考える復興まちづくり主な意見のまとめ

項目 Ａ班 Ｂ班
【旧庁舎解体について】（解体派） （解体派）

・解体して記念塔や慰霊碑を建ててほしい ・保存の財源が問題
・解体して手を合わせる場所をつくってほしい ・風化防止は映像や他の方法でも可能だ

・旧庁舎は解体し、それに代わる築山のようなものをつくって
は

・解体を公約に掲げた町長が1,000票差で当選している。公
約は何がなんでも守らなければならない。議会でも保存の請
願が2回不採択にされている

・旧庁舎が残っていると周辺に家を建てるとき景観上よくない ・若い人が希望を持って目標に向かえるよう、前に進むべき
・復興が遅れるため早く解体してほしい ・人口が減少し、維持費もかかり負の遺産となる
・格好の悪いものを残すのはよくない ・子どもや高齢者に前向きなお金を使ってほしい
・維持（保存）にお金がかかる ・残すことで復興が遅れる
・町の今後の財政状況が重要。無駄なものに税金を払いたく
ない。夕張のようになる

・一部残すにも費用がかかるし、1,000万円以上かかるのであ
れば壊すべき

・残るこどもに負担がかかる ・今の役場（旧大槌小学校）が震災遺構だ
・町長は解体を公約に掲げ当選している。しかも1,000票以上
の差があった。あれが住民の声だと理解してほしい

・映像が見れるようなところ、資料館のようなところをつくること
は可能だと思う。中央公民館かどこかにつくればいい

・町長が解体を提案しているのだから、議員も真剣に考えて
ほしい

・震災地域に２つも庁舎は不要

・役場職員だけが亡くなったわけではない。解体してほしい ・亡くなったのは役場の職員だけではない。早く壊すべき
・旧庁舎は恥
・旧庁舎をとっぱらって公園にして拝む場所をつくるべき
・学者が解体しろとはなかなか言えない
・片付けてきれいにして何か造っては

・前議長のときに解体すると決まっていた
・映像を見られるところを設ければ、震災の風化を防止できる
・保存の請願が２回も不採択となっている
・旧庁舎を見るとストレスがたまる

（保存派） （保存派）
・全国に発信するだけの価値が旧庁舎にはあると思う ・残してどのようにするか検討が必要
・震災の記憶を風化させないために、リアリティが必要 ・将来を目指して残してもいいかも
・不採択となった請願は前の議員が決めたこと。未来永劫で
はない ・人間は忘れる動物。津波のことを忘れないためにも必要
・観光資源にもなる ・東日本大震災を忘れさせない遺産となる

・残すにしても、外観だけを残すなどどこかで線引きが必要

（中立派・その他意見） （中立派・その他意見）
・保存・解体どちらの意見も理解できる ・結論を出すのは難しい問題
・被災者でないので残す、残さないを口出ししにくい ・解体か保存か、住民は心を痛めていると思う
・保存・解体どちらの意見でもそれぞれ反対意見がでる。早く
決めてほしい

・東京大学が津波の映像を３Ｄで保存を行ったはずだが見た
い

・役場や議会で考えてもらって結論を出してほしい ・納骨堂は本当に決まったのか
・震災検証がきちんとされていない状況の中で解体ありきの議
論はどうかと思う

・鎮魂の森は中央公民館で大丈夫か。イベント時に駐車場が
狭い

・慎重に検討してほしい ・どこでも手を合わせられる場所をつくってほしい
・ビデオや写真を使用して防災教育をしていくべき ・日頃からの防災意識が大事
・住民アンケートを実施しては ・座談会を開催するのが遅い。震災の時にやってほしかった

【地域課題について】 ・支援員のみならず、見回りがほしい ・大槌町の土地は高く、自分で探さなければならない
・産業振興のためにイベントができないか ・防災ラジオの設置費用の負担軽減を
・土坂峠を早く通してほしい。災害時に有効であり地域発展に
もつながる

・広報おおつちの発行が月１回になるようだが、このまま続け
てほしい。

・若い人を呼び、また結びつける仕組みが必要（働く場の確
保など）

・公園のようなもの、集会所付近に休める場所がほしい

・上下水道、生活排水用の側溝の整備 ・防犯灯（街灯）の設置
・集会場の整備 ・水道が濁りだした。補償金ではどうにもならない
・孤独死防止など、ひとり暮らしの人に対するケア ・議員もお茶っこ飲みに歩いては
・街灯、防犯灯の設置 ・災害時用の施設をつくるべき
・浪板地区の道路や宅地の状況など、まちづくりを知りたい ・大雨、洪水が怖い。対策は
・スポーツに力を入れてもらいたい ・新山に埋めているものの処理を
・屋内トレーニング施設がほしい ・どの地域でも議会中継が見れるようにできないか
・避難路や通学路の設置 ・町の中心街はどこにつくるのか
・日々道路が変わるため、交差部を中心に優先道路がわかる
仕組みづくりを

・人口が減るため、駅周辺をまちの中心に据えてほしい

・点字ブロックの設置 ・火葬場に慰霊の場を併設してほしい
・人口減少対策として、男子型の企業誘致を ・月命日に黙祷を実施しては
・大槌まつりなど重要イベントの早期周知を

【その他】 ・定年後、年金をもらいながら農業をやる仕組みづくりをすれ
ばおもしろいと思う
・高齢者が憩えるシステムを
・保育所の整備
・ピンコロ体操のネーミングが悪いため、見直せないか
・住宅再建助成金の申請が県に比べて、町は手続きが煩雑

・大槌を出る高校生が戻ってきた時に自信をもって「解体した
んだ」と言えるようにしたい
・アンケートは既にやっていて、解体が決まっているのではな
いのか


